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ア
イ
ヌ
民
族
の
先
住
民
族
と
し
て
の
権
利
確
立
を
審
議
す
る
有
識
者
懇
談
会
設
置
に
関
す
る
質
問
主
意
書

超
党
派
の
衆
参
国
会
議
員
に
よ
り
つ
く
ら
れ
た
、
ア
イ
ヌ
民
族
を
先
住
民
族
と
し
て
認
め
、
権
利
の
確
立
を
考
え
る
議
員
連

盟
の
活
動
等
を
受
け
、
ア
イ
ヌ
民
族
を
先
住
民
族
と
し
て
認
め
る
こ
と
を
政
府
に
求
め
る
国
会
決
議
が
本
年
六
月
六
日
に
衆
参

両
議
院
の
本
会
議
で
議
決
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
関
連
し
、
同
月
四
日
、
町
村
官
房
長
官
は
「
国
会
決
議
に
は
き

ち
ん
と
対
応
し
て
い
く
。
議
論
の
場
を
ぜ
ひ
作
り
た
い
。
権
威
の
あ
る
方
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
要
請
を
実
現
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
の
発
言
（
以
下
、
「
町
村
発
言
」
と
い
う
。
）
を
、
高
橋
は
る
み
北
海
道
知
事
か
ら
ア
イ
ヌ
民
族
の
権
利
確
立
に

関
す
る
要
望
を
受
け
た
際
に
行
っ
た
と
承
知
す
る
。
右
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

「
町
村
発
言
」
は
政
府
の
公
式
見
解
で
あ
る
と
理
解
し
て
良
い
か
。

二

「
町
村
発
言
」
の
中
に
あ
る
「
議
論
の
場
を
ぜ
ひ
作
り
た
い
」
と
は
、
平
成
八
年
の
「
ウ
タ
リ
対
策
の
あ
り
方
に
関
す
る

有
識
者
懇
談
会
」
に
替
わ
る
新
た
な
有
識
者
懇
談
会
（
以
下
、
「
有
識
者
懇
」
と
い
う
。
）
を
政
府
と
し
て
設
置
し
た
い
と

考
え
て
い
る
こ
と
と
理
解
し
て
良
い
か
。
確
認
を
求
め
る
。

三

前
回
の
「
ウ
タ
リ
対
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
会
」
に
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
人
物
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
今

回
政
府
が
「
有
識
者
懇
」
の
設
置
を
考
え
て
い
る
の
な
ら
、
必
ず
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
ア
イ
ヌ
民
族
の
人
物
を
複
数
名
入
れ
る

一



べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


